
大井 －44－  

抜
粋
諸
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』
歌
番
号
対
照
表
 
 

－
 
柳
営
亜
棟
木
系
統
賀
茂
真
淵
評
語
本
と
の
比
較
 
 
－
 
 大

井
 
善
幸
 
 

賀
茂
真
淵
が
評
語
を
書
き
入
れ
合
点
を
施
し
た
貞
宇
四
年
版
行
『
鎌
倉
右
大
臣
家
 
 

集
』
や
そ
の
転
写
本
が
数
多
く
伝
存
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
わ
 
 

ゆ
る
真
淵
評
語
本
『
金
塊
和
歌
集
』
か
ら
歌
を
抜
い
た
写
本
が
幾
種
も
伝
わ
る
こ
と
は
 
 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
管
見
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
 
（
括
弧
内
本
稿
略
号
）
。
 
 

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
金
棟
和
歌
集
秀
逸
』
（
秀
岩
）
 
 

東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
圃
文
庫
本
『
叫
芳
亭
♯
書
』
所
収
『
金
塊
和
歌
集
秀
 
 

逸
』
 
（
秀
桃
）
 
 

は
、
一
九
八
首
 
（
秀
岩
）
・
U
九
七
首
 
（
秀
桃
）
 
の
歌
を
載
せ
、
本
文
は
殆
ど
問
二
。
 
 

巻
頭
に
「
鎌
倉
右
大
臣
の
苛
を
み
て
し
る
せ
る
詞
」
が
載
り
、
そ
の
文
の
末
尾
に
、
「
宝
 
 

暦
十
年
五
月
心
し
り
の
ぬ
し
た
ち
の
為
に
賀
茂
真
淵
が
し
る
せ
る
也
」
 
（
秀
岩
）
 
と
あ
 
 

る
。
挑
圃
本
も
巻
頭
に
同
文
が
載
り
、
外
題
と
内
題
と
の
下
方
に
「
賀
茂
真
淵
選
」
と
 
 

あ
る
。
真
淵
選
と
さ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
『
秀
逸
』
と
略
称
す
る
。
 
 

大
分
県
立
図
書
館
蔵
『
碩
田
叢
史
』
所
収
『
金
塊
和
歌
集
佳
調
抜
』
（
佳
調
）
 
 

は
、
「
目
録
」
 
に
 
「
鎌
倉
右
大
臣
家
集
」
と
あ
り
、
巻
頭
に
 
「
鎌
倉
の
右
大
臣
の
家
集
 
 

を
よ
み
て
書
つ
 
賀
茂
真
淵
」
 
の
文
が
載
る
。
『
国
書
総
目
録
』
は
『
鎌
倉
の
右
大
臣
 
 

の
家
集
を
よ
み
て
書
つ
』
を
別
文
献
と
扱
う
が
、
併
せ
て
一
書
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

所
載
歌
は
一
六
四
首
。
真
淵
に
よ
る
抜
粋
と
い
う
保
証
は
な
い
。
天
保
五
年
〓
八
三
 
 

四
）
、
真
淵
評
語
本
か
ら
抜
粋
し
た
本
を
後
藤
碩
田
 
（
真
守
）
 
が
写
し
た
も
の
。
 
 

岩
波
文
庫
『
金
塊
和
歌
集
』
付
録
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
中
抜
粋
』
（
抜
粋
）
 
 

は
、
原
典
は
未
見
。
巻
末
に
「
比
大
ま
う
ち
ぎ
み
は
ひ
と
り
い
に
し
へ
の
二
こ
ろ
を
こ
 
 

の
み
玉
へ
ど
も
、
は
じ
め
た
る
ほ
ど
の
な
ら
ひ
く
せ
の
な
ほ
残
り
交
は
れ
る
も
家
の
集
 
 

に
は
あ
り
。
さ
て
終
に
か
の
け
が
ら
は
し
き
こ
と
を
み
そ
ぎ
出
た
ら
ん
さ
ま
な
る
を
ぬ
 
 

き
で
て
奉
り
ぬ
。
賀
茂
真
淵
」
 
と
あ
る
。
一
〇
匹
首
の
歌
を
載
せ
る
。
 
 

学
習
院
図
書
館
蔵
『
千
載
館
抄
書
』
所
収
『
鎌
倉
右
府
家
集
抄
出
』
（
抄
出
）
 
 

は
、
「
目
録
」
 
に
は
 
「
金
棟
集
」
と
あ
る
。
内
題
下
方
に
 
「
金
塊
和
歌
集
と
云
 
上
中
 
 

下
三
冊
」
と
あ
り
、
次
行
に
「
宝
暦
五
年
三
月
 
賀
茂
真
淵
序
辞
並
評
有
り
」
と
あ
る
。
 
 

詞
書
は
抜
か
ず
、
歌
の
み
三
五
首
を
抜
く
。
抄
出
し
た
人
物
は
不
明
で
あ
る
。
 
 
 

以
下
、
各
々
の
所
載
歌
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
貞
享
四
年
版
行
本
と
比
較
し
、
 
 

各
々
の
歌
の
載
不
載
を
歌
番
号
に
よ
っ
て
整
理
し
、
対
照
表
の
形
で
提
示
す
る
。
 
 

凡
 
 
桝
 
 
 

抜
粋
諸
伝
本
の
所
拠
本
文
と
な
っ
た
貞
享
四
年
版
行
本
を
底
本
と
し
、
『
秀
逸
』
『
佳
 
 

詞
抜
』
『
抜
粋
』
『
抄
出
』
に
載
る
歌
を
確
認
し
、
歌
番
号
に
よ
っ
て
掲
げ
る
。
 
 

【
部
立
】
 
網
掛
け
を
施
し
て
、
部
立
名
を
明
確
に
示
す
。
中
で
、
『
抄
出
』
は
都
立
 
 
 

名
を
明
示
し
な
い
が
、
貞
享
四
年
版
行
本
と
同
一
の
部
類
に
な
っ
て
い
る
。
 
 

【
初
句
・
番
号
】
 
貞
享
四
年
版
行
本
の
初
句
（
私
意
に
よ
り
校
訂
）
と
歌
番
号
と
を
 
 
 

全
て
の
故
に
つ
い
て
掲
げ
る
。
近
接
す
る
位
置
に
初
句
が
同
じ
歌
形
で
あ
る
歌
が
載
 
 
 

る
場
合
、
第
二
句
等
の
一
部
分
を
併
せ
て
添
え
て
、
区
別
す
る
。
 
 

【
真
淵
評
語
本
合
点
等
】
 
真
淵
評
語
本
に
は
、
歌
頭
に
○
印
等
の
合
点
が
付
さ
れ
る
 
 
 

歌
が
あ
る
。
各
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
合
点
の
有
無
を
確
認
し
、
合
点
の
あ
る
本
を
略
 
 
 

号
に
よ
っ
て
示
す
。
／
印
は
、
当
該
歌
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
 
 

調
査
伝
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
り
、
こ
こ
に
掲
げ
る
順
で
略
号
を
示
す
。
 
 

菅
 
茨
城
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
背
丈
鹿
本
 
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 

岩
 
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
 
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』
 
 

井
 
大
井
架
蔵
 
真
淵
評
語
喜
入
本
 
『
金
塊
和
歌
集
』
 
（
上
巻
ノ
ミ
）
 
 
 



抜粋諸系統『金塊和歌集』歌手号対照表  － 45－  

真
淵
の
評
帯
や
合
点
を
書
き
入
れ
た
貞
享
四
年
版
行
本
は
他
に
も
多
く
伝
わ
る
が
、
 
 

以
上
の
十
余
本
の
写
本
お
よ
び
版
行
本
の
合
点
の
デ
‡
タ
は
、
抜
粋
話
伝
本
の
形
成
に
 
 

関
し
て
、
何
が
し
か
の
参
考
に
な
る
と
判
断
し
、
以
上
の
諸
本
を
掲
出
す
る
。
 
 

t
「
秀
岩
・
秀
桃
」
 
「
佳
調
抜
」
 
「
抜
粋
」
 
「
抄
出
」
】
 
 
『
秀
逸
』
『
佳
詞
抜
』
『
抜
粋
』
 
 
 

『
抄
出
』
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
歌
が
載
る
場
合
、
そ
の
歌
番
号
を
掲
げ
る
。
 
 
 

そ
の
歌
が
載
ら
な
い
場
合
、
空
白
と
す
る
。
 
 

な
お
、
「
秀
岩
」
の
欄
で
網
掛
け
を
施
す
歌
は
、
「
秀
桃
」
と
歌
順
を
具
に
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
「
秀
岩
J
 
の
柵
で
下
線
を
施
し
た
歌
は
、
そ
の
後
ろ
に
別
の
歌
が
載
る
。
例
 
 
 

え
ば
「
秀
岩
」
の
 
「
2
7
」
番
歌
は
「
秀
桃
」
で
は
「
4
」
春
歌
で
あ
り
、
こ
の
歌
は
 
 
 

「
塑
」
番
歌
の
次
の
位
置
に
載
る
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
 
 

架 月 森 玉 雁 初 筑 上 南 狩 小 静 平  東 成  

成
田
山
仏
教
国
書
館
蔵
 
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』
 
 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
 
文
久
三
牢
写
『
金
塊
寄
集
』
 
 

無
窮
全
図
書
館
蔵
 
平
沼
文
庫
本
 
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 

静
嘉
堂
文
庫
蔵
 
『
金
塊
寄
集
』
 
 

彰
考
館
文
庫
蔵
 
小
山
田
与
清
写
『
金
棟
集
』
 
 

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
狩
野
文
庫
本
 
『
金
塊
和
詩
集
』
 
 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
 
南
英
文
庫
本
 
『
金
塊
集
』
 
 

上
田
図
書
館
蔵
 
藤
並
文
庫
本
 
F
金
塊
和
布
集
』
 
 

筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
『
金
塊
寄
集
』
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
鹿
 
初
雁
文
庫
本
 
天
保
四
年
写
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
 
初
雁
文
庫
本
 
天
保
十
四
年
写
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
玉
里
文
庫
本
 
『
金
塊
和
請
集
』
 
 

大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
 
森
文
庫
本
 
『
金
塊
和
歌
集
』
 
 

秋
月
郷
土
館
蔵
 
『
実
朝
家
集
』
 
 

犬
井
架
蔵
 
真
淵
評
語
喜
入
 
貞
享
四
年
版
行
本
 
 

【
定
家
】
 
参
考
の
た
め
に
、
定
家
所
伝
本
系
統
に
お
け
る
歌
番
号
を
掲
げ
る
（
抜
粋
 
 
 

詳
伝
本
所
収
歌
の
み
）
。
定
家
所
伝
本
系
統
の
歌
番
号
の
頭
に
 
「
＊
」
 
印
を
付
し
た
 
 
 

も
の
は
、
定
家
所
伝
本
系
統
の
内
の
定
家
所
伝
本
系
列
に
は
載
ら
ず
、
群
書
類
従
本
 
 
 

系
列
の
 
「
一
本
及
印
本
所
載
歌
」
 
に
付
載
さ
れ
て
い
る
歌
の
番
号
で
あ
る
。
 
 

こ
の
 
「
対
照
表
」
 
を
読
む
だ
け
で
、
以
下
の
ご
と
き
事
柄
が
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

①
所
載
歌
に
大
幅
な
差
異
が
あ
り
、
『
秀
逸
』
F
任
所
抜
』
『
抜
粋
』
『
抄
出
』
は
、
同
 
 

じ
く
柳
営
亜
棟
木
系
統
か
ら
の
抜
粋
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
、
定
家
所
伝
本
系
統
・
柳
 
 

営
亜
挽
本
系
統
と
対
立
す
る
 
「
系
統
」
 
と
把
握
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
 
 
 

②
『
秀
逸
』
『
佳
調
抜
』
『
抜
粋
』
『
抄
出
』
は
、
貞
享
四
年
版
行
本
の
歌
順
の
ま
ま
 
 

敢
を
抜
粋
し
て
い
る
。
配
列
は
基
本
的
に
は
柳
営
亜
枕
木
系
統
と
同
一
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
『
秀
逸
』
の
二
伝
本
（
秀
岩
・
秀
挑
）
 
は
、
二
箇
所
で
歌
順
が
相
違
す
る
。
 
 

貞
享
四
年
版
行
本
の
歌
順
を
尺
度
に
す
る
と
、
秀
挑
の
歌
順
が
本
来
で
あ
る
。
但
し
、
 
 

秀
桃
の
所
載
歌
は
一
首
少
な
く
、
そ
の
点
で
は
、
秀
岩
の
本
文
が
本
来
で
あ
る
。
 
 
 

③
『
秀
逸
』
『
任
所
抜
』
「
抜
粋
』
F
抄
出
』
は
、
各
々
に
独
自
の
抜
粋
耽
が
あ
る
と
 
 

こ
ろ
を
見
る
と
、
相
互
の
直
接
の
書
承
関
係
は
な
い
と
判
断
し
て
よ
い
。
 
 
 

④
『
秀
逸
』
『
佳
調
抜
』
『
抜
粋
』
『
抄
出
』
に
抜
か
れ
た
歌
は
、
殆
ど
が
真
淵
評
語
 
 

幸
入
本
に
お
い
て
合
点
等
が
付
さ
れ
て
い
る
。
合
点
等
の
付
さ
れ
て
い
な
い
歌
が
抜
粋
 
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
別
の
尺
度
も
抜
粋
に
与
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

本
文
語
句
の
差
異
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
別
に
報
告
す
る
所
存
で
あ
る
。
 
 

（
付
）
 
筑
波
大
学
日
本
文
学
会
に
お
い
て
、
「
「
金
塊
和
歌
集
に
の
伝
本
分
類
」
と
題
す
る
口
頭
発
表
 
 

を
行
い
 
（
平
成
十
年
十
一
月
七
日
「
 
稿
暑
が
こ
れ
ま
で
用
い
て
き
た
『
金
機
軸
歌
集
』
の
系
 
 

統
名
・
系
列
名
を
一
部
修
正
し
た
白
 
木
楠
は
そ
れ
に
よ
る
。
「
柳
営
亜
積
木
系
統
」
 
は
以
前
は
 
 

「
貞
草
本
系
統
」
 
と
呼
ん
だ
。
 
 （
い
ぬ
い
 
よ
し
ひ
さ
 
筑
波
大
学
文
芸
二
言
語
学
系
教
授
）
 
 
 



犬井 －4ti－  

抜粋本譜系統 歌書号対照表（1－45〕  

貞草本初句  番号  真淵評語本台点等  秀岩  桃  佳  枠  抄  家   

春草朝帥ば  口  

九重の  

山里に  田   

うちなびき  口   輔小南   

かきくらし  田  菅 鯉珊＝掴朋玉葉果   
春は先づ   

朝霞   田  
塩釜の   抑 或   

いかにして  田   

大かたに   ／   

み冬つぎ  田  菅／東平師南上制稚玉森架   

おしなべて  

ふか草の   ／  玉   

革ふかき   ／欝小  玉月   

春くれば  田  菅訓／平裾持南上剛服ほ架  田  
春雨の   

田  
春日野の   ノ  筑   

拉の菓の   四  

春釆ては  四   
古寺の   

梅が枝に  22   
春風は   田  

梅の花   

我宿の   25  菅旨／平裾掴上獅t玉那   

咲しより   

我袖に   ／  筑   

さりともと  田   ／  筑   

黛は   ／  筑   

年ふれば  田   ／  筑   

故郷に   ／   

推にかも  田   

梅が香は  

梅が香を  

田  

我宿の梅花  田  菅相成平小柄上Ⅲ瑚架  四  
梅の花   田  岩井成東平小狩 銅玉条架   

我宿の梅初  LJ  

春くれば  

青柳の糸も  

青柳の糸より  

水たまる   口  

あさみどり  

早蕨の  

田   



r47一 抜粋語系統『金塊和歌集』新番号対照表  

抜粋本詩系統 歌番号対照表（46－90〕  

貞草本初句  番号  真淵評舞木合点等  秀宕  桃  佳  枠  抄  家   

桜花散らば  田  菅相成東平晰狩南上筑 玉 葉  四  

み吉野の山  田   糟小 策 王  

み吉野の山の  四  井 帥   
四  

み吉野のこも  

昔に聞く  

葛城や  

雨降ると  

今日も又  

通達み  

時の間と  

桜花咲散る  

花を見む  

今しはと  

和もとにやど川   

田  団  

木のもとの  

尋ねても  

里は荒れぬ  

尋ね見る  

名にし負は（  

逢坂の嵐  

逢坂の関の  

咲にけり  

J仁一憂き  15  
行きて見むと  

桜花  

春来れど  

山桜散らば  

瀧の上の  

四  3   

山風のまき  田  菅  甫上筑  

山桜木々の  庸  

行く水に  

桜花散りか  

桜花嘆きて  

桜花移ろふ  

風吹けば   

四   

山深み  田  

山桜あだに  

山桜今はの  

今年さへ  

散りぬれば  

四   



大井 －4苫－  

抜粋本詩系統 歌番号対照表 （91－135）  

点字本初句  番号  真淵評語本合点等  秀岩  桃  佳調  粋  抄  家   

春深み嵐の  

春乗れば  

咲けばかつ  
春深み花散  

道すがら  
桜花咲ける  

風儀ぐ  

眺むれば  

故郷は  
絶佳みて  

住吉の  

難波渇  
眺めつつ  

雁がねの  
あをによし  43. 
高円の  
おのが妻  

浅茅原  
立ちかへり  107  
田子の浦の  

いとはやも  

故郷の  112  
山吹の雫  
山吹の盛  
玉藻刈るし   

玉も刈る風  
声高み  117  
立ちかへり  
いま幾日  

我宿の  

春雨の  
我心  
おのづから  

散り残る  
春深み嵐  
眺め来し  
いづかたに  

行く春の  
朝ぎよめ  

惜しむとも  

聞かぎりき  
見てのみぞ   

夏惜しみこし  田  25  11丁  

夏衣   田  菅 成東師持南上瑚覆玉毒薬  
田   



－49一 抜粋藷系統『金塊和歌集丑歌番号対照表  

抜枠本帯系統 歌番号対照表（136－180）  

貞草本初句番号  真淵評語本台点等  秀岩  桃  佳調  粋  抄  家   

我宿の 136  
神まつる13T  
五月待つ138  
郭公必ず139  
郭公聞くと140  
和声を 141  
是衣 142  
山近く 143  4  

夕闇の 14d  
五月闇覚束145  削、   四  

五月闇神無146  
五月闇さ夜147  削  28  
郭公なく声148  
足引の木薩1舶  
足引の山時15D   
有明の   151   削   
五月雨に152  帥   
五月雨の露153  田   

五月雨の冥154  
葛城や 155  
玉くしげ156  
五月山 157  
昔人の 158  
郭公間ども159  
古へを 160  
うたたねの161  平帥  
抽滞れて162  
五月雨に水163  
五月雨は164  玉  

五月山覚束165  
ゆかしくは166  
さ夜更けて167  
岩くぐる1開  
かきつばた1開  
真山に 17D  
泉川 171  
夏深み 172  
秋近く 173  
夏はただ174  
昨日まで175  
み杖する川176  
み枚する萱1丁7  
我国の 1T8  
あだ人の179  
昨日こモ180  鞘井底東平削踊上獅l玉集葉  田  田  田  



大井 －50－  

抜粋本請系統 歌番号対照表〔181－225）  

貞草本初句  番号  真淵評語本合点等  秀岩  桃  佳  枠  抄  家   

眺むれば  

夕されば衣   

霧立ちて  
うちはへて  
野となりて  

住む人も  
秋は早  

朋  

吹く風は  
ことしげき  

独り行く  

天の川水泡  

久かたの  

彦星の   田   1闘  

夕されば秋  田  菅  わ玉   
天の川霧  領  玉   四  
恋ひ恋ひて  

七夕の   菅  甫 初玉   35  
今しはも  田  菅   静小南 初玉   四  

天の原   四  菅岩井成東平削摘上榊t玉蕪   

秋風に夜の  四  
眺めやる  

野辺に出て  

秋萩の  
見る人も  

花に置く  
秋風はいた  

故郷の  
田  

萩の花  
朝ぽらけ  

田  
我のみや  
夕されば野  
藤ばかま  

秋風に何匂  
余所に見て  

自軍の  
田  

風を待つ  田   筑   

四   

久かたの  四  菅甜成東平小柄上榊雁五菜架  田  

夕されば稲  園  菅相成軒欝小踊上即席玉森架  227   
田   

わたのはら  成東平削、 初玉 葉  



ー51一 抜粋諸系統『金塊和歌集』取巻号対照表  

抜粋本詩系統 歌番号対照表（226－27D）  

貞草本初句  番号  真淵評語本合点等  秀岩  匝桃  佳  粋  抄  家   

九重の  22B  
唱垂渡る   園  菅 良平削南上靴誰玉垂果  田  

天の戸を  園  岩井   狩 筑   
5T   

むば玉の  

雁鴫善て   
秋風に山飛  田  団  224  

足引の山飛  
雁がねは   
妻恋ふる  

夕されば霧  

四  

月をのみ  
さ覆車くる  
朝まだき  

さ牡鹿の   
萩が花   242   削   193  
朝な朝な  成平紺弼上錮雁瑚禦  

秋萩の  244  
鳴く鹿の  
山田守る  5D  233  
から衣  247  
小笹原  

庭草の  
頼めこし  

秋凍き  田  206  
浅茅原  252  
秋の夜の  

焙鉾鳴く  玉  

應蜂夜半  
団  

さきがにの  玉  

声高み  258  
田  

秋を経て  
秋田守る  
かくてなほ  

眺めやる  
大方に  264  
秋ならで  

玉だれの  
田  203  

昔恩ふ  

住吉の  

月惰み   団   244  



大井 －5ユー  

抜粋本詩系統 歌番号対照表（2Tl－315）  

貞草本初句  番号  真淵評語本合点等   桃  佳詞  粋  抄   

天の原振り  
我ながら  

患ひ出て  

草の庵に  

浅茅原主  
行き巡り  

大原や  277  削   
わくらばに  

たまさかに  

伊勢の海や  
須磨の習の  

塩釜の浦   
さぎ波やひら  四  菅岩井成平削、持甫上銅鷹玉鳶架  四  田  田  田  243   
月見れば  

山寒み  
久方の月  212  

秋たけて  

さ夜更けて  
夜を寒み  247  
み吉野の  

ヨ虫人ぬる  

滞れて折る  

霹を重み  
ませの内に  

佐保山の  
暮れて行く  

神無月  
初雁の   田   
雁鳴きて  田  菅相成東平書小鞘上御慶玉蕪＃  田  田  田  263   
今葡来場く  四  菅♯素平削闇 蔑用玉菊菜  田  田  264   
雁鳴善て吹  四  菅井／乎削摘上銅I瑚葉  田  田  260   

四                                     雁鴫幸て寒  四  菅井成東乎 摘上剃朋ほ葉  田  田   田  

はかなくて  四   271   
長月の  272  

年毎に  

虫の青も  

秋深み  

秋萩の下葉  

紅葉葉は  

木の葉散る  

初瀬山   四   
導師ほぬ  育若井成東平削、闇上馴雁玉森架  団  朗  団  田  

木の葉散り  

夕づく夜  
散り積もる   



ー53一 抜粋諸系統F金塊和歌集誹歌番号対照表  

抜粋本措系統 歌香号対照表 （316－360）  

貞草本初句番号  真淵評語本合点等  秀岩  桃  佳   粋  抄  家   

春といひ 316  菅帥紺酬朋上納I玉嚢架  田  田  四   
吉野川   317  菅岩井成東平帥掴上捌l玉露架  田  田  田  

初時雨 31畠  

三重山 319  
神無月ふれ32D  
神無月ふる321  
下紅葉 322  
神無月木の323  
障らぬ夜も324  
流れ行く325  
＃波潟 四  

大沢の 327  
東路の 32呂  

花薄 329  
鳥羽玉の330  棚  田  

夜を寒み331  
片敷帥抽こそ332  

片敷帥柚も333  
麿の葉は334   
音羽山 四  

冬深き氷や336  
冬深み氷に337  
我門の 田   

はらの他の339  
比良の山a40   aq5  
千鳥鳴く341  玉  

さ夜更けて342  
月かげの343  
天の原 344  
月のすむ345  
更けにけり銅6  
雲深き 四   

12   

笹の薫の a49  難＃班平削鞘上軌l玉 架  鼎  

夕月夜佐保き51  

障り積るき52  
夕月夜満っ353  

四   294   
月清み   き55  菅岩井成東平 掴 川甜架  四  田  

風寒み 田  298  
衣手に 357  
水鳥の 358  
難波渦潮干359   

田   



大井 －54－  

抜粋本譜系統 歌番号対照表 （361－405）  

奥山の  四   
夕されば篠  

夕されば浦  

夕されば漸  

山高み  井東狩  
見渡せば  

眺むれば  

久方の   田  
深山には  四  菅岩井成東平削、踊上矧闘‖  四  四  
巻向の  田  
巻の戸巷  

払へただ  

山里は  

我席は  

おのづから  107  
我のみぞ  東  

はし雅の  

鴎ゐる  田   
高砂の  

冬ごもり  紺  四  
立ち上る  

うちつけに  

故郷は  

今日もまた  

降る雪を  

この雪を行  

主知れと  

春待ちて  

炭を焼く  

雪降りて  

炭竃の  

身に積る  

年ふれば  

白髪といひ  

老いぬれば  

打ち忘れ   鮒   

足引の山上り  附  

塵をだに  

とりもあへ  

武士の八十   

白雪の   田  344  
葛城や  ／架  
老らくの  

はかなくて  

うば玉の   抑  四   



－55一 抹粋諸系統『金塊和歌集』密事号対照表  

抜粋本系統 歌番号対照表 （406－450）  

貞草本初句  番号  真淵評語本合点等  秀岩  桃  佳調  枠  抄  家   

乳房吸ふ  

行く年の   

恋 春深与  408   

恩ひのみ  四  凹   
四  四  田   

我恋は   411  菅岩／成群帥桐上桐廣玉葉果  園  

山しげみ  四  8   
夏深き   四  
我宿の   

木がくれて  四  
鞘の   四  
き夜更けて  皿  凹   
連ふ事を  四  
奥山の   四  
はみのぼる  四  

園  4q7  
秋の野に  四  
秋の野の  四  凹   
物思はぬ  四  巴   

四  
聞かでただ  四  8   

夕月夜覚束  団  
月かげの  四  

四  507  
夜を寒み  430  口   
枯れ果てむ  四  
天の原風に  四  凹   
久方の天飛  田  
久方の天才l  田  ロ   

我恋は天jl  四  

今更に   四  
藻塩焼く  団  ／平師 筑   121   
我恋は初山  四  ／平   筑 玉 葉  122  園  四  3了4   

田  6悶  

奥山の立木  四  凹   
奥山の末の  四  
白ま弓   442  宕／平紺 筑   1別   500  
あし鴨の  四  岩／平紺   
沖津島   444  
鴎ゐる   四  
風吹けば  446  
浮き沈み  44T  凹   
山川の   448  
石はしる  449  
苔深き   四  



大井 －56－  

抜粋本系統 歌番号対照表 （451－495）  

点字本初句  番号  真淵評語本台点等  秀岩  桃  佳調  粋  抄  家   

涌し詫びぬ  団  
それをだに  四  
余所にても  45ユ  8   

豊国の   454  
四  田  田   

いそのかみ  田  菅岩／成東平針捕上川玉来集  囲  440  
淡路島   団  
＃波潟浦上り  458  凹   
海人衣   国  428  
須磨の浦に  四  
逢坂の   四  
広瀬川   四  ／  玉   

神山の   四  
奥山の   田  490  
山城の   465  
み熊野の  四  
年経とも  四  田  
富士の峰の  四  ／ 静   
白山に   持1  

葦の崖の  田  
伊勢島や  471  
東路や   四  
虞こそ   

人知れず  474  
から衣   d75  
我背子を  476  ロ   
忍山   47T  
JL、をし   

四  447  
かくてのみ  四  
白波の   購1  

わたっみに  四  
千早ふる  四  

田   

田子の浦の  四  
我恋は加古  四  ロ   
恩ひ絶へ  四  田   

水茎の   四  
風を待つ  4朗  
沖津浪   四  
君により  四  
住の江の  四  
住吉の   493  
いかにせむ  四  
春霞   四  



－5丁一 抜粋踏系統『金機知歌集』歌書号対照表  

抜粋本括系統 歌書号対席表 （496－540）  

点字本初句  番号  真淵評語本台点等  秀宕  桓桃  佳調  粋  抄  家   

春やあらぬ  四  田   
恩ひ善や  団  
障れ沼の  田  
我恋は某野  四  ／ 書小 筑   
秋風に   四  379  
時雨降る秋  501  ／ 小   

田  
我恋は連は  四  田   
暁の 叫の  四  凹   
暁の 露や  505  
さ廷に時の  四  
消えなまし  四  
今更に   田  田   
五月山   四  菅／成東平帥南上榊爬玉葉葉  田  

虐の面に  四  
浅茅原跡無  四  田   
浅茅原あだ  四  
故郷の浅茅  四  ／  玉   圏  
さ蓮に一人  四  田   
さ珪に幾代  四  ロ   

四  453  
陸奥の   51丁  

待てとしも人  四  凹   

忍ぶれば  四  
田  

待てとしも  四  
我袖に   522  
敷ならぬ  523  
月かげも  四  
白雲の   四  
あだし野の  四  
から衣台ぬ  527  ／ 削 真 玉   ／  
郭公鳴くや  528  菅／  

郭公来場く  529  田  田  

郭公待っ夜  5訓  

色をだに  四  田   
我袖の   四  
秋萩の   四  
待つ人は  534  ロ   
撫子の   535  ／  ／   

花により  四  ／  ／   

消えかへり  団  ／  ／   

七夕に   ／  ／   

四   
雲障れ   5胡  ／  ／  



犬井 －5喜一  

抜粋本譜系統 歌書号対席表 （541－585〕  

点字本初句  番号  真淵評語本合点等  秀岩  桃  佳  枠  抄  家   

秋の野に  541  苦／  ／   372   
金掘る   四  菅若／成東平脚南上筑／田 架  田  

連ふ事の  543  ／  ／   

忘らるる  四  ／  ／   

四  476  
別れにし  546  ／  ／   

三島江や  547  ロ   
真菰生ふる  四  田   
憂き身のみ  四  ロ   
故郷の   皿  
草深み   四  
忍ぷ革   四  468  
宿ほ荒れて  四  ロ   
荒れにけり  団  田   
里は荒れて  四  
契りけむ  556  田   
山賎の   団  
時雨のみ  558  
待つ宵の  559  ロ   
小篠原   560  

四   
雁のゐる  四  
難波渇 汀  563  用   
雑 玉鉾の  564 ／  
草枕 妹に  四  田   
草枕 狩菰  四  ／   南   

514  
旅寝する  四  田   

囲  
みなと鳳  田  
やらの崎  四  岩／平   田   
世の中は  四  菅岩／成東乎削東上筑 瑚葉  田  604  
零しげみ  田  凹   
野辺分けぬ  田  ロ   

15d   
旅衣 裾野  田  ／ 静   田  
秋もはや  田  田  
一人臥す夜  578  凹  155  520   

124  
岩がねの  四  ロ   
旅の空   四  
柚枕   四  
しなが鳥  四  指／成平酢蛸上軒端架   524  

四  531   
逢坂の関の  四  ／  上  



－59一 抜粋話系統『金棲和歌集』赦番号対照表  

抜粋本譜系統 歌番号対席表 （586－630）  

貞草本初句  番号  真淵評誇本台点等   秀岩  桃  佳蘭  粋  抄  家   

雪降りて  四  
片敷きの  5椚  田   15B  
暁の   四  
稀に果て聞  四  田   
稀に果て掃  四  凹   
夕月夜   四  
空や海   四  

四   田  四  
春雨に   ／ 肘  玉   

春雨は   田  ／ 〟 ／   
旅を行きし  四  ロ   

128  
かかる折も  四  田   
都ペに   田  ／ 書   
都より   129  
打ち絶えて  四  ／   袷  

岩槙踏与  四  ／  玉  1別  

立ち別れ  四  
山遠み   四  
来むとしも  四  
今来むと  四  8  四  
神津波八十  四  田   
浜千鳥   四  
上の空に  四  凹   
恩ひ出でよ  四  田   
結ひ初めて  四  
我ゆゑに  四  ／平  架   

奥山の   四  昔岩／甜静柑商用雁玉   

篠掛けの  四  田   
規かへり  四  
神風や   四  
恋しとも  四  
いにしへの  四  

月冴ゆる  四  田   
八百万   四  
男山   田  
八幡山 種  四  ／乎   
鶉が岡   四  

囲  314  
千早ぶる  四  
立ち寄れば  四  ロ   
莫革   田  
名にし負舶  四  用   

田   
住吉の   四  



大井 ⊥占0－  

抜粋本譜系統 歌番号対照表 （631－674）  

点字本初句  番号  真淵評語本合点等   秀岩  桃  佳調  枠  抄  家   

月の澄む  四  
雪積る   四  菅／或 糾桐上榊椎瑞架   

玉津島   四  
眺むれば  6封  

園  
年積る   

凪  312  
五月雨を  四  

皿  
冬ごもり  6耶  ／  カ   

田   
走揚の   四  菅岩／成平 甫上 蠣玉 葉  田  175  141  

四   

千早ぶるい  644  ノ ！十  王   凪  
古りにける  四  
いそのかみ  

凪  
里阜こが  6胡  
みづがきの  649  

大日の   

塔を組み  四  8   
炎のみ   

1銅  

神といひ  四  ロ  
筑雷神と岬  四  
姫島の   四  
田鶴のゐる風  四  田   

四   

君が世は  四  菅岩／成東平帥鞘上矧柑‖  柑2  181  14T  359   
行く末も  四  菅告ノ成東平静梢南上餉I玉条架  1悶  357  
住の江に  四  
行く末の  四  
位山   
岩の上に  四  

1銅   

なよ竹の七  四  菅岩／成東平帥獅上制I玉葉架  四  715  
なよ竹の千    ロ   

相生の   四  
岩に住む  四  凹   

玉垂れの摘  四  
宿にある  田  ロ   

千々の春  四  ロ   
君が世に  

森壬君が世に  四  

万代に   四   

朝にありて  田  ロ  



ー61一 抜粋諸系統『金檀和歌集』歌書号対照表  

抜粋本詩系統 歌番号対照表 （675－71g）  

且草本初句  番号  真淵評語本合点等  秀岩  桃  佳詞  粋  抄  家   

君が世も  四  
宮桂   田  田  152  四  
黒木もて  田  菅岩／甜平肘持南上椚腑ほ架  四  田  田  362   
今作る   四  菅岩／成東平帥摘上欄柏‖      凪  718  
大君の   ／  筑   

四  
東の   6邑1  ／  筑  

我いくそ  

恩ひ出でて  四  菅岩用東輔小網上矧柑‖   596  
なかなかに  

道連し   

さりともと  6銅  ／  萌   

世に経れば  6即  

欺きわび  四  
田  

春秋は   四  
皇国の   四  
年経れば  四  

103  
磯の船   四  菅／平  t玉   586  
梓弓 磯辺  695  ロ   
大海の   ／  筑   

田  
みちのくに  四  ／  筑   

いっもかく  四  
紅の   7附  

浜辺なる  田  
徒人の   田  
いにしへを  田  
あはれなり  田  ロ   

田  
沢辺より  

朝ぽらけ  田  
空蝉の   田  
いにしへの  

難波潟浮簡  四  ロ   
かくてのみ  園  田   四  
現とも   

とにかくに青ば  田  曽／   南土 嚢   

田  
世の中に  田  田   
聞きてしも  田  凹   

四  
物音はぬ  田  ロ   

四   


